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(57)【要約】
【課題】飾り板の表面に表示部や操作部を裏面側から投
影表示させるものにあって、クリアな表示を可能にする
。
【解決手段】実施形態の操作パネルは、電気機器本体の
外面部に設けられ、表示部及び操作部を有するパネル主
部と、このパネル主部の裏面側に配置され点灯により前
記表示部及び／又は操作部を投影表示させる光源とを備
えて構成されるものであって、前記パネル主部は、表面
に配置される飾り板と、この飾り板を保持し前記電気機
器本体に取付けるための取付部を有した非透光材料から
なる支持部材とを備えると共に、前記飾り板は、透明樹
脂層の少なくとも裏面部に、表示用透光部が色抜き状態
に形成されている遮光フィルムを設けて構成されている
。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気機器本体の外面部に設けられ、表示部及び操作部を有するパネル主部と、このパネ
ル主部の裏面側に配置され点灯により前記表示部及び／又は操作部を投影表示させる光源
とを備えて構成される操作パネルであって、
　前記パネル主部は、表面に配置される飾り板と、この飾り板を保持し前記電気機器本体
に取付けるための取付部を有した非透光材料からなる支持部材とを備えると共に、
　前記飾り板は、透明樹脂層の少なくとも裏面部に、表示用透光部が色抜き状態に形成さ
れている遮光フィルムを設けて構成されることを特徴とする操作パネル。
【請求項２】
　前記遮光フィルムは、インサート成形により前記飾り板に一体的に設けられていること
を特徴とする請求項１記載の操作パネル。
【請求項３】
　前記飾り板には、前記透明樹脂層の表面側に位置して、常時表示部を有する表面フィル
ムが設けられていることを特徴とする請求項１又は２記載の操作パネル。
【請求項４】
　前記飾り板の裏面側には、前記操作部のタッチ操作を検出するための静電シートが配設
されていることを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の操作パネル。
【請求項５】
　前記静電シートは、前記飾り板の裏面に直接貼付けられると共に、該飾り板の裏面部に
は、貼付け位置を示すマークが設けられていることを特徴とする請求項４記載の操作パネ
ル。
【請求項６】
　前記飾り板と支持部材とは、前記表示部及び操作部を除いた部分において、接着部材を
介して固定されていることを特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記載の操作パネ
ル。
【請求項７】
　前記接着部材は、弾性を有して構成されていることを特徴とする請求項６記載の操作パ
ネル。
【請求項８】
　前記飾り板と支持部材との間には、それらの位置合せを行うための位置決め部が設けら
れていることを特徴とする請求項１から７のいずれか一項に記載の操作パネル。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか一項に記載の操作パネルを、本体の外面部に備えることを特
徴とする洗濯機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は操作パネル及び洗濯機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　家庭用の電気機器、例えばドラム式の洗濯機においては、外箱の上面部前部に位置して
、洗濯機の運転に関する設定操作や表示を行う操作パネルが設けられる。近年、この種の
操作パネルとして、樹脂或いはガラス製の意匠板の裏面側に、人の指がタッチしたことを
検出するための静電容量方式のタッチスイッチ（検知電極）を設けた構成のものが知られ
ている（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
　この操作パネルにおいては、意匠板は、表面に模様や色のシートを貼付けて、１０～５
０％の光透過率を有するものとされている。そして、その意匠板の裏面側に、スイッチの
種類を示す所定の文字や図形等の光透過パターンを形成した表示用マスク板、バックライ
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ト用導光板及び光源からなるバックライト、上記検知電極が配設されている。これにより
、バックライトの消灯時（通常時）には、スイッチは非表示状態とされ、ユーザの指が接
近したことが検知電極により検出されると、バックライトが点灯され、光透過パターン（
スイッチ）が浮き上がって見え、操作可能となるように構成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１４５７１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来構成では、意匠板の透明樹脂層において、光源からの光が乱反
射し、周囲に漏れてしまう事情があった。特に、例えば７セグメント型の数字表示部を設
けたものでは、隣から漏れる光によって、本来消灯されているべきセグメントがぼんやり
明るくなるなど、クリアな数字表示とならない傾向にあった。
【０００６】
　そこで、飾り板の表面に表示部や操作部を裏面側から投影表示させるものにあって、ク
リアな表示が可能な操作パネル及び洗濯機を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　実施形態の操作パネルは、電気機器本体の外面部に設けられ、表示部及び操作部を有す
るパネル主部と、このパネル主部の裏面側に配置され点灯により前記表示部及び／又は操
作部を投影表示させる光源とを備えて構成されるものであって、前記パネル主部は、表面
に配置される飾り板と、この飾り板を保持し前記電気機器本体に取付けるための取付部を
有した非透光材料からなる支持部材とを備えると共に、前記飾り板は、透明樹脂層の少な
くとも裏面部に、表示用透光部が色抜き状態に形成されている遮光フィルムを設けて構成
されるところに特徴を有する。
【０００８】
　また、実施形態の洗濯機は、上記した構成の操作パネルを本体の外面部に備えるところ
に特徴を有する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】一実施形態を示すもので、ドラム式洗濯機の外観を示す斜視図
【図２】操作パネル部分の分解斜視図
【図３】コース選択用の操作部部分の縦断側面図
【図４】飾り板の構成を概略的に示す拡大縦断面図
【図５】パネル主部の操作表示部に全ての表示がされた様子を示す平面図
【図６】飾り板の裏面に接着部材を貼付けた様子を示す底面図
【図７】支持部材及び飾り板の後端部部分の縦断側面図
【図８】遮光フィルムを白黒反転状態で裏面側から示す図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、ドラム式の洗濯機に適用した一実施形態について、図面を参照しながら説明する
。図１は、電気機器本体としてのドラム式の洗濯機の本体１の外観構成を示している。こ
の本体１は、ほぼ矩形箱状をなし、その前面部には、ほぼ円形状の衣類出入口２を開閉す
るための扉３が設けられている。
【００１１】
　この本体１の外面部としての上面部の前部の右側部位には、ユーザが洗濯運転に関する
各種設定を行ったり、ユーザに対し必要な表示を行ったりするための、本実施形態に係る
操作パネル４が設けられている。以下に詳しく述べるが、この操作パネル４は、パネル主
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部５の裏面側に、操作表示ユニット６を配設して構成される（図２、図３参照）。後述す
るように、前記パネル主部５の表面部分の横長矩形状の領域に、操作部及び表示部の双方
を兼ねる操作表示部５ａが設けられる。
【００１２】
　前記パネル主部５は、本体１の上面部の前部の右側部位を構成するようになっており、
左辺部の前側コーナー部分が矩形状に切取られた如き形態の横長な長方形状をなすと共に
、図３にも示すように、前方に緩やかに下降傾斜するような湾曲状をなしている。このと
き、図１、図２に示すように、前記操作表示部５ａは、パネル主部５のうち左端部及び周
囲部を除く前側の矩形領域に設けられる。そして、図２に示すように、このパネル主部５
は、表面に配置される飾り板４１と、この飾り板４１の裏面側に配置される非透光材料か
らなる支持部材４２とを備えて構成される。本実施形態におけるパネル主部５（及び飾り
板４１）の詳細についても後述する。
【００１３】
　尚、図示はしないが、周知のように、本体１の内部には、水槽、横軸型のドラム、この
ドラムを回転駆動する回転駆動機構、前記水槽内に給水を行う給水機構、前記水槽内から
の排水を行う排水機構、前記水槽内に乾燥用空気を供給する乾燥機構などが設けられてい
る。また、本体１内（操作パネル４内）には、コンピュータを主体として構成され、全体
を制御する制御装置が設けられる。この制御装置は、操作パネル４の操作部からの信号や
各種センサ信号等に基づいて、運転制御プログラムに従って上記各機構を制御し、洗い、
すすぎ、脱水、乾燥といった洗濯及び乾燥の行程を自動的に実行する。また、制御装置は
、操作パネル４の操作表示部５ａの表示を制御する。
【００１４】
　ここで、前記操作パネル４の構成について、図２から図８も参照して詳述する。図５は
、操作パネル４において、前記パネル主部５（飾り板４１）の表面に操作表示部５ａの全
ての表示がなされた（全ての光源が点灯された）状態を例示している。この場合、後述す
るように、飾り板４１は、有色（白色）とされながら、例えば光透過度が５％～３０％と
されており、裏面側に配置される光源としてのＬＥＤ３７が点灯された時のみ、操作表示
部５ａが視認可能とされるようになっている。以下、操作表示部５ａにおける操作部及び
表示部について述べる。
【００１５】
　前記パネル主部５（飾り板４１）の右端部の前部には、他の操作部とは異なった形態の
電源入りスイッチ７及び電源切りスイッチ８が右左に並んで設けられている。これら電源
入りスイッチ７及び電源切りスイッチ８は、夫々、飾り板４１の表面部に設けられた常時
表示部としての円形の押ボタン部７ａ及び８ａと、その裏面側（操作表示ユニット６）に
設けられた押ボタンスイッチ装置７ｂ及び８ｂ（図２参照）とを備えて構成されている。
図１に示すように、これら押ボタン部７ａ及び８ａは、後述する表面フィルム４４（図４
参照）に印刷されていて常に表示された形態とされ、ユーザがそれらを常に操作可能な状
態とされている。
【００１６】
　この操作パネル４（パネル主部５）には、ユーザが手の指でタッチ操作する複数の操作
部が設けられる。本実施形態では、各操作部は、周知の静電容量式タッチセンサから構成
され、パネル主部５（飾り板４１）の前面に設定される操作ボタンにユーザが指を触れた
（接近させた）ことを静電容量の変化として検出するものである。具体的には、図５に示
すように、操作部として、スタート・一時停止操作部９、時間設定用のアップ・ダウン操
作部２４、ユーザが自動運転のコースを選択するためのコース選択用の操作部１０～１３
、ユーザが運転コース（内容）を自由に設定するための設定用の操作部１４～２３が設け
られている。
【００１７】
　そのうち、スタート・一時停止操作部９は、前記電源切りスイッチ８の左側に位置して
設けられ、パネル主部５（飾り板４１）の前面に仮想的に設定される操作ボタン９ａと、
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その裏面側に位置する静電容量検出部９ｂ（図２参照）とを有している。操作ボタン９ａ
は、円の中に、「スタート・一時停止」の文字を配置して構成される。
【００１８】
　前記アップ・ダウン操作部２４は、スタート・一時停止操作部９の左側に位置して設け
られ、パネル主部５（飾り板４１）の前面に仮想的に設定されるアップ及びダウンの操作
ボタン２４ａ，２４ａと、その裏面側に位置する静電容量検出部２４ｂ，２４ｂ（図２参
照）とを有している。操作ボタン２４ａ，２４ａは、上下に長い長円の中に、アップ及び
ダウンの一対のマーク（矢印）を配置して構成される。
【００１９】
　前記操作部１０～１３は、アップ・ダウン操作部２４の左側に位置して４個が縦一列（
前後）に並んで設けられ、やはりパネル主部５（飾り板４１）の前面に仮想的に設定され
る操作ボタン１０ａ～１３ａと、その裏面側に位置する静電容量検出部１０ｂ～１３ｂ（
図２参照）とを有している。具体的には、上から順に、「脱臭・消臭」の操作部１０（操
作ボタン１０ａ）、「洗濯」の操作部１１（操作ボタン１１ａ）、「洗乾」の操作部１２
（操作ボタン１２ａ）、「乾燥」の操作部１３（操作ボタン１３ａ）が設けられている。
前記各操作ボタン１０ａ～１３ａについては、円の中にそれらの文字を配置して構成され
る。
【００２０】
　前記操作部１４～２３は、「乾燥」の操作部１３の左方に位置し、操作パネル４の前辺
部に沿って並んで設けられており、やはり、パネル主部５（飾り板４１）の前面に仮想的
に設定される操作ボタン１４ａ～２３ａと、その裏面側に位置する静電容量検出部１４ｂ
～２３ｂ（図２参照）とを有している。詳細な説明は省略するが、操作ボタン１４ａ～２
３ａは、四角い枠内に、各文字を配置して構成されている。
【００２１】
　また、図５に示すように、この操作パネル４（操作表示部５ａ）には、表示部として、
大きく分けて、第１の項目表示部２５、第２の項目表示部２６、第３の項目表示部２７、
設定時間や残り時間等の数字表示を行うためのセグメント表示部２８が設けられている。
詳細な説明は省略するが、そのうち第１の項目表示部２５は、操作パネル４の右端側の後
部に位置して設けられ、「フィルターお掃除」、「チャイルドロック」、「ドアロック」
等の複数個の項目（文字）が必要に応じて選択的に表示されるようになっている。
【００２２】
　同様に、第２の項目表示部２６は、操作パネル４のほぼ中央部に位置して設けられ、「
ドラム回転」、「ドラム停止」、「柔らか」、「おやすみ」、「ザブザブ」といった複数
個の項目（文字）が横方向に３列に並んで必要に応じて選択的に表示されるようになって
いる。第３の項目表示部２７は、操作パネル４の左端側の後部に位置して設けられ、「す
すぎ１」、「すすぎ２」、「すすぎ３」等の複数個の項目（文字）が必要に応じて選択的
に表示されるようになっている。前記セグメント表示部２８は、いわゆる７セングメント
の数字表示部を、横に４個並べて備え、最大４ケタの数字が表示可能とされている。これ
にて、設定時間や残り時間等の数字表示を行うようになっている。
【００２３】
　上記したように、この操作パネル部４は、パネル主部５の裏面側に操作表示ユニット６
を備えている。図２、図３に示すように、前記操作表示ユニット６は、薄型のケース３０
内に、裏面側（奥側）から順に、回路基板３１、ＬＥＤ支え部材３２、押圧部材３３，３
４、透明電極シート（静電シート）３５、３６を重ねるように配置して構成される。そし
て、前記飾り板４１は、この操作表示ユニット６の上面（前記ケース３０の上面開口部）
を塞ぐように配置される。
【００２４】
　前記回路基板３１は、横長の矩形状に構成され、その表面（上面）に、前記各操作部９
～２４及び各表示部２５～２８に対応して、それらの光源となる複数個のＬＥＤ３７が実
装されている。これと共に、詳しく図示はしないが、回路基板３１には、それらＬＥＤ３
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７に対する通電用回路や、前記操作部９～２４（静電容量検出部９ｂ～２４ｂ）の信号処
理回路、上記制御装置、コネクタ等も設けられている。
【００２５】
　この場合、図３に示すように、前記ＬＥＤ３７としては、表面実装用のチップ型でなく
、リード脚３７ａを有するいわゆる砲弾型のものが採用されている。これらＬＥＤ３７は
、リード脚３７ａにより回路基板３１上に浮き上がった形態で実装されている。尚、図示
はしないが、防湿性、絶縁性の向上を図るために、前記回路基板３１の表面部（ケース３
０内の下部）を、例えばウレタン樹脂等からなるポッティング材により覆うようにしても
良い。
【００２６】
　図２に示すように、前記ＬＥＤ支え部材３２は、光を遮蔽する（透過率が極めて低い）
濃い色例えば黒やグレー等に着色されたリジッドなプラスチック成型品からなり、全体と
して横長矩形状に構成されている。図３、図４にも一部示すように、このＬＥＤ支え部材
３２は、前記各ＬＥＤ３７からの光を、光の漏れが無いようにしながら、上方の各操作部
９～２４及び各表示部２５～２８（飾り板４１側）に向けて夫々案内するためのものであ
り、多数個の光ガイド部３９及び４０を上面側で一体的に連結した形態をなしている。
【００２７】
　図３に示すように、ＬＥＤ支え部材３２のうち、各操作部９～１３，２４に対応した位
置に夫々設けられる各光ガイド部３９は、円筒状又は、下方に向けてすぼまっていくよう
な円錐面状（テーパ状）をなしている。図２、図４に示すように、各操作部１４～２３に
対応した位置に設けられる各光ガイド部３９は、四角形の角筒状に構成されている。各項
目表示部２５～２７（各項目を示す文字）に対応した位置に夫々設けられる光ガイド部４
０は、横方向に細長い矩形枠状（角筒状）をなしている。セグメント表示部２８に対応し
た位置に夫々設けられる光ガイド部４０は、各セグメントに対応した筒状に構成されてい
る。
【００２８】
　このＬＥＤ支え部材３２は、前記回路基板３１の表面側に、位置決め状態で被せられよ
うにして結合される。このとき、図３に示すように、ＬＥＤ支え部材３２の先端面（上面
）は、湾曲状の飾り板４１に倣った曲面状とされている。また、図２に示すように、ＬＥ
Ｄ支え部材３２の先端面（上面）には、スタート・一時停止操作部９、アップ・ダウン操
作部２５並びに各操作部１０～１３に対応した位置に、次に述べる押圧部材３３，３４を
配置するために、やや窪んだ凹所３２ａが形成されている。
【００２９】
　前記押圧部材３３は、柔軟性（弾性）を有する透明なプラスチック材料からなり、スタ
ート・一時停止操作部９（操作ボタン９ａ）、アップ・ダウン操作部２４（操作ボタン２
４ａ，２４ａ）及び各操作部１０～１３（操作ボタン１０ａ～１３ａ）に対応した肉厚の
円形部分を、複数個有した形態に構成される。前記押圧部材３４は、同様に柔軟性（弾性
）を有する透明なプラスチック材料からなり、各操作部１４～２３（操作ボタン１４ａ～
２３ａ）に対応した肉厚の四角形部分を、複数有した形態をなしている。
【００３０】
　これら押圧部材３３，３４は、ＬＥＤ支え部材３２に形成された凹所３２ａに嵌り込む
ように取付けられる。これにて、押圧部材３３、３４は、次に述べる透明電極シート３５
，３６の各静電容量検出部９ｂ～２４ｂの裏面側に配置されるばね性を有したクッション
材として機能し、それら各静電容量検出部９ｂ～２４ｂを、前記飾り板４１の裏面に対し
て押当てる機能を果たす。
【００３１】
　そして、図２、図４に示すように、前記透明電極シート（静電シート）３５は、全体と
して、前記操作部９，２４及び操作部１０～１３を覆うような形状の薄型シート状をなし
ている。詳しく図示はしないが、この透明電極シート３５は、可撓性を有する例えばＰＥ
Ｔからなる透明なベースフィルムの表面に、前記静電容量検出部９ｂ～１３ｂ，２４ｂ及
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び、配線、誤検出防止用電極等を印刷形成し、その表面をやはりＰＥＴからなる透明なカ
バーフィルムで覆った構成を備える。
【００３２】
　同様に、前記透明電極シート３６は、図２に示すように、全体として、前記操作部１４
～２３を覆うような形状の薄型シート状をなし、静電容量検出部１４ｂ～２３ｂ及び配線
などが印刷形成されている。前記各静電容量検出部１４ｂ～２３ｂは、ベースフィルムの
表面に、例えば一定の透明性を有する導電性ポリマーを、夫々円形或いは四角形に印刷塗
布し、その表面をやはりＰＥＴからなる透明なカバーフィルムで覆って構成されている。
【００３３】
　さて、前記パネル主部５及び飾り板４１について述べる。上記したように、パネル主部
５は、飾り板４１の裏面側に支持部材４２を備える。図２に示すように、支持部材４２は
、非透光材料例えば白やグレー等に着色されたリジッドなプラスチック成型品からなり、
飾り板４１と同等の外形で、操作表示部５ａに対応した部分に開口を有した枠板状をなし
ている。また、支持部材４２の下面側には、パネル主部５を本体１に取付けるための取付
部としての複数個のねじボス部４２ａが一体に設けられている。
【００３４】
　図２、図６に示すように、前記支持部材４２と飾り板４１とは、例えば両面粘着テープ
からなる接着部材４３により固着される。このとき、接着部材４３は、例えば発泡樹脂製
のシートの両面に接着剤（粘着剤）を添付して構成され、弾性（クッション性）を有する
ものとされている。この接着部材４３は、前記支持部材４２と同様に操作表示部５ａに対
応した開口部を有すると共に、飾り板４１の外周縁部よりもやや小さい大きさに裁断され
、操作表示部５ａを除いた部位つまり操作表示部５ａの外側周囲部において、支持部材４
２と飾り板４１とを接着するようになっている。図６は、飾り板４１の裏面に接着部材４
３を貼付けた様子（支持部材４２を接着する前の様子）を示しており、この図６では、便
宜上、接着部材４３にハッチングを付して示している。
【００３５】
　このとき、図２に示すように、前記パネル主部５の左右両端部の後部においては、支持
部材４２の上面に、上方に凸となる突起部４２ｃが形成され、飾り板４１の下面には、前
記各突起部４２ｃが嵌合する嵌合凹部４１が形成されている。更に、図７に示すように、
前記パネル主部５の後辺部においては、支持部材４２の上面に段差状の凹部４２ｂが形成
され、飾り板４１の下面に、下方に凸となり前記凹部４２ｂに嵌合する凸部４１ａが形成
されている。これにて、突起部４２ｃ及び嵌合凹部４１ｂ、並びに、凹部４２ｂ及び凸部
４１ａが、支持部材４２と飾り板４１との間の位置合せを行うための位置決め部として機
能する。
【００３６】
　尚、図示はしないが、飾り板４１と支持部材４２とを接着するにあたっては、パネル主
部５の外形に対応した凹所を有する治具が用いられる。作業者は、例えば、まず、飾り板
４１を裏向き（表面側を下向き）にして治具の凹所内にセットし、その飾り板４１の裏面
に接着部材４３を貼付ける（図６参照）。次いで、支持部材４２を飾り板４１との位置合
せ状態（嵌合凹部４１ｂに対する突起部４２ｃの嵌合状態、並びに、凸部４１ａに対する
凹部４２ｂの嵌合状態）にしながら重ねて押し付けることにより、接着が行われる。
【００３７】
　そして、本実施形態では、前記飾り板４１は、図４に示すような多層構造を備えている
。即ち、飾り板４１は、表面側から順に、表面フィルム４４、透明樹脂層４５、有色層と
しての白色塗装層４６、遮光フィルム４７を備えている。前記表面フィルム４４は、例え
ば透明なＰＥＴシート材に、前記押ボタン部７ａ及び８ａを印刷して構成されている。前
記透明樹脂層４５は、例えばＡＢＳ樹脂から、飾り板４１全体としての強度を確保できる
厚みで形成されている。
【００３８】
　前記白色塗装層４６は、白色の塗料を例えば複数層に塗装して構成されている。前記遮
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光フィルム４７は、透明フィルム材の表面に、黒又はグレーの遮光部（図４で便宜上ハッ
チングを付して示す）及び表示用透光部４７ａ（図４でハッチングなしで示す）を設けて
構成されている。そのうち表示用透光部４７ａは、前記各操作ボタン９ａ～２４ａを表示
するためのマークや文字、並びに、各表示部２５～２８を構成する各文字やセグメントに
対応して（透明に抜かれた色抜き状態で）形成されている。
【００３９】
　図８は、遮光フィルム４７を裏面（下面）側から見た様子を白黒（ネガポジ）反転して
示している。このとき、遮光フィルム４７の裏面部には、複数個所に位置して、前記透明
電極シート３５，３６の貼付け位置を示すマーク４８が印刷により設けられている。これ
らマーク４８は、透明電極シート３５，３６の複数個のコーナー部分（角部）を位置決め
するための、いわば鉤括弧状に形成されている。
【００４０】
　尚、前記白色塗装層４６は、例えば曇り度（ヘーズ）が５％～３０％とされ、前記ＬＥ
Ｄ３７の非点灯状態では、ユーザが飾り板４１を見た際に飾り板４１内の遮光フィルム４
７の表示用透光部４７ａの存在が認識できず白色に見え、ＬＥＤ３７が点灯されて初めて
操作部９～２４及び表示部２５～２８を視認できる程度とされている。この白色塗装層４
６の曇り度を、５％～３０％としたことにより、美観に優れ且つ極めてクリアな表示とす
ることができる。
【００４１】
　前記飾り板４１の製造は、例えば次の手順でなされる。即ち、まず、押ボタン部７ａ及
び８ａを印刷した表面フィルム４４を形成する。これと共に、表示用透光部４７ａを有す
る遮光フィルム４７を形成する。更に、この遮光フィルム４７の表面側に、白色塗料の塗
装により白色塗装層４６を形成する。そして、上記のように得られた表面フィルム４４及
び遮光フィルム４７を、成形型内に収容し、いわゆるインサート成形により透明樹脂層４
５を形成する。これにより、表面フィルム４４、透明樹脂層４５、白色塗装層４６、遮光
フィルム４７を一体に有した飾り板４１が得られるのである。尚、飾り板４１のうち、前
記押ボタン部７ａ及び８ａ部分については、表面フィルム４４のみが存在する円形穴が形
成され、各円形穴部分に前記押ボタンスイッチ装置７ｂ及び８ｂが配置される。
【００４２】
　上記のように構成された飾り板４１を備えたパネル主部５は、予め、飾り板４１の裏面
側に、透明電極シート３５，３６が直接貼付けられる。このとき、上記のように、遮光フ
ィルム４７の裏面に印刷されたマーク４８により、貼付け位置の位置合せを容易に行うこ
とができる。そして、パネル主部５は、図２等に示すように、本体１の上面の前部右側に
前記操作表示ユニット６の上面を塞ぐようにして、前記支持部材４２に設けられた取付部
４２ａにおいてねじ止めにより本体１に取付けられ、もって操作パネル４が構成される。
【００４３】
　このとき、図３、図４に一部示すように、ＬＥＤ支え部材３２の光ガイド部３９，４０
の先端部が、飾り板４１（透明電極シート３５，３６）の裏面に密着する。これと共に、
図３にも示すように、ＬＥＤ支え部材３２上の押圧部材３３、３４が、透明電極シート３
５，３６の各静電容量検出部９ｂ～２４ｂを飾り板４１に対し裏面側から押圧するように
配置される。
【００４４】
　次に、上記構成の作用及び効果について述べる。洗濯機本体１の電源が入っていない状
態では、操作パネル４の全てのＬＥＤ３７が非点灯（消灯）状態とされ、電源入りスイッ
チ７（押ボタン部７ａ）及び電源切りスイッチ８（押ボタン部８ａ）のみが表示された状
態となっている。この状態では、操作パネル４の表面には、飾り板４１の白色塗装層４６
がユーザに見えるようになり、シンプルなデザインで美観に優れたものとなる。またこの
とき、飾り板４１の表面に透明なＰＥＴからなる表面フィルム４４が設けられていること
により、光沢のあるクリアな白色とされる。
【００４５】
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　そして、ユーザにより電源入りスイッチ７（押ボタン部７ａ）が操作されて電源が投入
されると、制御装置は、必要なＬＥＤ３７を点灯状態とさせる。このＬＥＤ３７の点灯に
より、ＬＥＤ３７から上方に向けて照射される光が、飾り板４１の遮光フィルム４７の表
示用透光部４７ａを通して透明樹脂層４５を通り、以て、各操作部９～２４及び表示部２
５～２８が飾り板４１の表面側に投影表示される。これにて、ユーザが操作部９～２４及
び表示部２５～２８の文字やマークが視認可能となり、操作部９～２４の操作が可能とな
る。
【００４６】
　このとき、遮光フィルム４７の表示用透光部４７ａを通った光のみが飾り板４１の表面
側に投影表示されるようになると共に、遮光フィルム４７は飾り板４１の裏面側に設けら
れているので、遮光フィルム４７と光源としてのＬＥＤ３７との間の距離が比較的短くな
り、隣接する表示部への光の漏れを抑制することができる。ＬＥＤ支え部材３２は、各Ｌ
ＥＤ３７を区画して光の漏れが無いようにしながら案内する光ガイド部３９及び４０を有
し、且つ、光を遮蔽する濃い色に着色されているので、ＬＥＤ３７の光の漏れを防止して
、くっきりと表示させることができる。更に、飾り板４１と支持部材４２とを別体にした
ので、支持部材４２からの光の漏れを防止することができる。
【００４７】
　またこの際には、制御装置は、静電容量式タッチセンサ（各静電容量検出部９ｂ～２４
ｂ）の検出信号に基づく各操作ボタン９ａ～２４ａのタッチ操作（近接操作）を監視する
。ユーザは、各操作ボタン９ａ～２４ａをタッチ操作することにより、自動コースのいず
れかを選んだり、洗濯のコースを自由に設定したりすることができる。制御装置は、各静
電容量検出部９ｂ～２４ｂの検出信号に基づいて、各操作ボタン９ａ～２４ａのタッチ操
作を認識し、それに応じて運転コースの設定や、表示の変更等を行う。スタート・一時停
止スイッチ９がオンされると、設定された運転コースの洗濯運転を開始させる。制御装置
は、運転中においても、実行しているコースの表示や残り時間の表示など、現状の設定情
況に応じた必要な表示を行う。
【００４８】
　このように本実施形態によれば、操作パネル４において、通常時つまりＬＥＤ３７の非
点灯時には、飾り板４１の白色塗装層４６がユーザにとって見えるようになり、シンプル
なデザインで美観に優れたものとなる。そして、各ＬＥＤ３７が点灯されると、操作部９
～２４及び表示部２５～２８が飾り板４１の表面側に投影表示され、ユーザが視認可能と
なり、操作パネル４としての機能を果たすことができる。
【００４９】
　このとき、表示用透光部４７ａが形成された遮光フィルム４７は飾り板４１の裏面側に
設けられているので、ＬＥＤ３７から遮光フィルム４７（表示用透光部４７ａ）までの距
離が比較的短くなり、その分、隣り合う表示部への光の漏れを抑えることができ、クリア
な表示が可能となる。ＬＥＤ支え部材３２に設けられた光ガイド部材３９，４０によって
も、ＬＥＤ３７の光の漏れを防止でき、より一層くっきりと表示させることができる。
【００５０】
　特に本実施形態では、遮光フィルム４７を、インサート成形により飾り板４１（透明樹
脂層４５）に一体的に設けるようにしたので、構成が簡単で、別体の遮光フィルムを飾り
板４１に貼付けるといった場合に比較して、組付けが容易となる。飾り板４１には、透明
樹脂層４５の表面側に位置して、押ボタン部７ａ及び８ａを印刷形成した表面フィルム４
４が設けられているので、常時表示部（押ボタン部７ａ及び８ａ）を容易に設けることが
できる。また、表面フィルム４４によって、飾り板４１の表面に光沢などを簡単に付与す
ることもできる。表面フィルム４４についても、インサート成型により飾り板４１に一体
化されるので、組付け作業をより一層容易とすることができる。
【００５１】
　前記飾り板４１の裏面側に、操作部９～２４のタッチ操作を検出するための透明電極シ
ート３５，３６を設け、静電容量式のタッチスイッチを構成するようにしたので、操作性
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に優れたタッチ操作部を容易に設けることができる。透明電極シート３５，３６を、飾り
板４１の裏面に直接貼付ける構成とすると共に、飾り板４１（遮光フィルム４７）の裏面
部に、貼付け位置を示すマーク４８を設けるようにしたので、組付け時の位置合せ作業を
より容易に行うことができる。また、操作部表面と透明電極シート３５，３６との間の距
離を最短として、感度を高めることができる。
【００５２】
　本実施形態では、パネル主部５を、飾り板４１と支持部材４２とから構成し、それらを
、操作表示部５ａを除いた部位において、接着部材４３を介して固着するようにしたので
、飾り板４１と支持部材４２との固定を確実に行うことができ、それらの隙間における防
水も図ることができる。接着部材４３は弾性を有するので、飾り板４１と支持部材４２と
の間の寸法誤差を吸収することができる。飾り板４１と支持部材４２との間には、それら
の位置合せを行うための位置決め部（突起部４２ｃ及び嵌合凹部４１ｂ、並びに、凸部４
１ａ及び凹部４２ｂ）を設けたので、組付け時の位置合せ作業をより容易に行うことがで
きる。
【００５３】
　尚、図示は省略するが、以下のような変更も可能である。即ち、上記実施形態では、飾
り板に表面フィルムを設けるようにしたが、表面フィルムは必ずしも設けなくても良い。
上記実施形態では、有色層として、白色塗装層４６を設けるようにしたが、白色以外でも
、薄いグレーや、白色に赤等の他の色を混ぜたものなど、様々な色にすることができる。
ＬＥＤ支え部材の光ガイド部の内面を、光を反射しやすい白色等とすることも可能である
。上記実施形態では、飾り板４１と支持部材４２との間の位置決め部として、突起部４２
ｃ及び嵌合凹部４１ｂ、並びに、凸部４１ａ及び凹部４２ｂの２組を設けるようにしたが
、いずれか一方でも良く、それら以外の構造の位置決め部を設けるようにしても良い。
【００５４】
　操作パネルにおける、透明電極シートや押圧部材、ＬＥＤ支え部材等の具体的構造や、
操作部や表示部の種類やレイアウトなどについても、様々な変形が可能である。その他、
上記した各実施形態に限定されるものではなく、例えば、ドラム式の洗濯機に限らず、い
わゆる縦軸型の洗濯機にも適用することもでき、更には、例えば炊飯器や他の調理器具、
冷蔵庫などの各種の家庭用電気機器の操作パネルに適用することができる等、要旨を逸脱
しない範囲内で適宜変更して実施し得るものである。
【符号の説明】
【００５５】
　図面中、１は洗濯機本体（電気機器本体）、４は操作パネル、５はパネル主部、５ａは
操作表示部、６は操作表示ユニット、７ａ，８ａは押ボタン部（常時表示部）、９～２４
は操作部、２５～２７は項目表示部、２８はセグメント表示部、３０はケース、３１は回
路基板、３２はＬＥＤ支え部材、３３，３４は押圧部材、３５，３６は透明電極シート、
３９，４０は光ガイド部、４１は飾り板、４１ａは凸部（位置決め部）、４１ｂは嵌合凹
部（位置決め部）、４２は支持部材、４２ａは取付部、４２ｂは凹部（位置決め部）、４
２ｂは突起部（位置決め部）、４３は接着部材、４４は表面フィルム、４５は透明樹脂層
、４６は白色塗装層（有色層）、４７は遮光フィルム、４７ａは表示用透光部、４８はマ
ークを示す。
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